
2021 年度 JTS 日本語教育セミナー報告 
対話型活動による日本語学習支援～『おしゃべりのたね』の活用を中心に対話型活動による日本語学習支援～『おしゃべりのたね』の活用を中心に対話型活動による日本語学習支援～『おしゃべりのたね』の活用を中心に対話型活動による日本語学習支援～『おしゃべりのたね』の活用を中心に    
JTS 主催の ZOOM オンラインセミナーが 11 月 20 日（土）に、凡人社協力で澤田幸子先

生を迎えて行われました。出席者は、会員 13 名、元会員 2 名で、計 15名でした。 

澤田先生のプロフィールは、  

「合同会社おおぞら日本語サポートで教育人材育成担当、日本

語教師。留学生、技術研修生等への日本語指導のほか、日本語コ

ーディネーターとして 地域日本語教室に参加し、各地の日本語

ボランティア講座の講師を務める。 『みんなの日本語初級Ⅰ、

Ⅱ第２版』『みんなの日本語中級Ⅰ、Ⅱ』 執筆協力。『初級で読

めるトピック２５』『日本語おしゃべりのたね』『日本語読み書き

のたね』『初級からこんなに話せる！ナラティブで学ぶ日本語

160 時間』等共著。」と、著書も多数ですが、日本語教師やボラン

ティアとしての活動もしていらっしゃいますので、すぐにでも役

に立つ実践的なお話が多く、とても勉強になりました。 

今回は、毎週土曜日の日本語サロンで実施している学習者とボランティアの対話型活

動について、私達の悩みに直接答えてくださる内容で、とても良かったです。サロンの

活動が本当に学習者の日本語習得に役に立っているのか、よりよい活動とするためにど

うすればいいのか、おしゃべりの仕方をどうすればいいのかなどに対する不安が解消さ

れ、励まされ、自信と、さらなるやる気につながるとてもすばらしいお話をしてくださ

いました。 

  サロンのような対話型活動は、自然的な日本語習得に有効であることがわかりうれ

しく思いました。また、より高い効果を上げるために、学習者とボランティアは横の関

係で対等であること、ボランティアは、「i＋1」に留意しつつ、上手な聞き役、話し、

話させ役になること、間違いをさりげなく直すこと（繰り返しと言い直しや、メモ、ノ

ートをうまく活用）、チラシやレシートなどの素材の使い方、『おしゃべりのたね』のテ

キストの使い方など、具体的な事例を通して、多くのことを学ばせていただききました。 

 “単なるおしゃべり”“場当たり的な雑談”にしないために、そこそこの準備と心づ

もり、対話を作り出していくスキルを磨いていこうと思います。 

90 分という短い時間で、しかもオンラインという形でしたが、途中で、小グループの

話合いの時間もあり、質疑応答の時間もとっていただき充実した時間となりました。 

お忙しい中、私達のためにお話してくださった澤田幸子先生、また、準備から当日の

Zoom 対応までしてくださった凡人社の坂井訓久さんに、あらためて心からお礼申し上

げます。 

 

 


